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社協リーディングサービス 

「声の訪問」リスナー募集！ 
＊リーディングサービスとは…視覚障害者の方を対象に月に１度 

「声の訪問」として情報を録音したＣＤを担当民生委員さんから見守りを兼ねてお届けします。 

＊ＣＤの内容は…リーディングボランティア「やまびこ会」 

が作成した原稿と町総務課協力による「町民の窓」抜粋記事を 

「やまびこ会」が音声訳（朗読）した約６０分もの。 
 

■視覚に障害のある方だけでなく、高齢により活字が読み辛く 

辛く  なった方でも結構です。 申  込 町社協 

 

 

勇気ある一歩を支える「安心」 

令和６年度ボランティア保険受付(３月１日～) 
ボランティア活動には安心して行うためのボランティア保険にご加入ください。 

すでに加入されている方も４月からの更新が必要です。団体の場合は会員分を取りまとめのう

え、手続きください（社協登録団体には２月中旬頃通知）。 

 

対  象 国内の自発的に貢献する無償及び非営利の活動 

（活動のための学習会や会議等、活動場所への往復途上や宿泊を伴う活動も含む） 

保険期間 ４月１日～翌年３月３１日まで（中途加入は保険料振込翌日から） 

補償内容 傷害保険、賠償責任保険  

保 険 料 一人一口Ａプラン３００円など（社協登録者には１００円の助成） 

※福祉の保険には『行事保険』『福祉事業者総合補償制度・まごころワイド』があります。 

 

社協移送サービス 

運転ボランティア募集！ 
＊移送サービスとは…歩行困難で公共交通機関の利用が困難な方（利用要件有り）を、片道町内

250円、片道町外 500円（チケット制）で運転ボランティアが移送車で送迎します。 

＊運行の内容は…範囲は宇治田原町、井手町、京田辺市、宇治市、城陽市、久御山町の病院や公共

手続き場所まで。活動時間は平日午前９時～午後５時までの間です。 

＊運転ボランティア…第二種運転免許保持者か、第一種で指定講習会を受講した概ね７０歳まで

の方。運転ボランティアさんには上記利用料を実費弁償します。 
 

■第一種免許保持者を対象に講習会が開催されます■ 

日  時 ３月２日（土）9：00～17：00、３日（日）9：00～12：00      

    場  所 木津川市社会福祉協議会 費  用 無料（町社協負担）  申  込 町社協 

 

ボランティア活動あれこれ 

やすらぎカフェ・喫茶ボランティア「てぃ♡ぽっと」（代表・上野睦美氏） 

音楽ボランティア「コール・エミュ」がゲスト参加 
１月２３日、今年度第３弾になるイベント型カフェ。コール・エミュ（代表・上辻幸代氏）の数曲の冬の 

の歌から始まり、お客さんと一緒にあんたがたどこさ（「さ」の歌詞で手拍子）やパートナーソング（「雪」

と「はるがきた」を２手で同時合唱）、モニターの紙芝居を見た後、最後になじみのある３曲を全員で歌いまし 

た。ゲーム感覚の参加型の合唱を楽しみ「間近で本格的な歌声を聞かせ 

て貰えて良かった！」という声も上がっていました。 

 

 

「切林ふれあいサロン」 

 ティーサロンで新たにスタート！！ 

 ～モットーは地域の見守りは地域の手で～ 
 切林ふれあいサロン（平成１３年１２月発足）は、コロナ禍もあり令和２年

９月より休会となっていましたが、昨年７月の再開準備会を経て「切林ふれあ

いティーサロン」（代表：森口半一氏）に改名。お茶をしながら気軽に集えるサ

ロンとして１０月から再スタートしました。皆さん「久しぶりのサロンで、お

しゃべり出来るのがうれしい！」と大喜びでした。 

対象は６５歳以上、切林公民館にて３ヶ月に一度、原則午前の開催。 

次回は３月３日（日）お楽しみに！！ 

わらべうたボランティア「このゆびと～まれ！」（代表・馬場先淳子氏） 

井手やまぶき支援学校の子ども達と、やすらぎ荘にて交流 
  令和４年度新設された井手やまぶき支援学校へ、年に数回ボランティア活動に出向いている「このゆびと

～まれ！」。昨年１２月４日、今度は小学部５年生の子ども達が読み聞かせ学習の一環で「このゆびと～ま

れ！」の活動を取材に来てアドバイスを受けました。１月２９日、今回は逆に子ども達が絵本や紙芝居を劇

にして、みんなの前で勉強の成果を堂々と発表してくれました。    

 

 

 

切林ふれあいサロン時代のカルタ遊び

写真より 

 

 

 

 

↑恒例のスリーＡ認知症予防ゲーム 

（ＮＹＢネット♪）でカフェの幕開け 

→12／27、「町民の窓」１月号の新年のご挨拶は毎年恒例、 

西谷町長さん自らやすらぎ荘に出向いて吹き込んでいただきました。 

 

 

  
↑12月 子ども達の取材の様子 

→１月 大きな声で演じる子ども達  


